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高大接続を考えた高等学校理科におけるアクティブ・ラーニング 























































従来の教科学習            総合的な学習の時間 
 
教師                 社会事象 
知識                  知識 
   伝達                  参加・発見 
                 
生徒           教師     生徒     生徒 























   毎授業の最初に、輪番で２名ずつ自分の関心のある自由テーマで、内容紹介、取り上げた理由、出
典などを発表。レポート提出と相互評価を実施。生徒のコメントシートは発表者に渡す。 
    














       
 
（３）ＫＪ法  ウェビングの結果を５～６名の小グループで共有する。 [1][3] 
        ポストイットに各自の意見を表記し、類似の言葉をまとめ整理していく。 
        各グループでの活動を全体に発表する。 
 
 課題探究に向けて 
 （４）グループ・ディスカッション [4][5] 
例：脳死を考える －脳死はヒトの死か－ 

































































































 （５）ディベート 遺伝子技術（例；出生時に遺伝子検査を実施する、遺伝子組み換え作物の認可） 
生殖補助医療（例；第三者からの卵、精子の提供を認める）[5][6] 
  活 動        留意点および評価 
論議の開始(議長) 参加各班の紹介・ルールの説明・テーマとプランの紹介 
 肯定側立論 
  （１分３０秒） 
 否定側立論 














      （ ２分 ） 
肯定側 最終弁論 













 （６）ロールプレイ、シミュレーション  [1][2]  
     ある事象をモデル化、単純化した場面を想定して、さまざまな立場での行動を考える。 





本 時 の 
指 導 目 標 
感染症の原因とその探求の経緯を理解し、新型インフルエンザのパンデミックへ
の対応を考える。 
指 導 過 程 学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 観 点 
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本 時 の 
指 導 目 標 
アマゾンの熱帯林開発の例から持続可能な開発とは何かを討論し、生物多様性の重要性
を理解し、その保全のための世界の考え方と取り組みを評価する。 


































































       外国企業(製薬会社) 
       都市(スラム)住民 
反対派 大学教授 
       自然保護リーダ  ー
















































    例１：原子力政策（核と原子力 環境問題） [8] 
      原子力発電の是非について討論後、三つの立場で政策を考え模擬投票で意志決定を行う。 
      ウオーミングアップクイズ ○× 
・年間被曝線量20mSvで安全か(平時は１mSv) ・福島の避難指示の早期解除(補助補償停止 
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   例２：生殖医療法案（生殖・発生）[5] 
    ６～７人グループで実際の自民党プロジェクトチーム案を検討し、私案を作成 
  ・第三者からの卵や精子の提供 ・代理出産    ・卵や精子、子宮の提供に対する金銭の授受 
     ・生まれてくる子の保護と権利   法律上では誰が親か  子どもの出自を知る権利 
      ・規制すべき内容   各グループの案を発表し比較検討する 
 
   例３：感染症対策  ダイヤモンドランキング [1]  
次の９つの対策の優先順位を考え右表に入れる。 
  Ａ 発生動向調査（地域、感染者数、死亡者数）実施と情報公開 
 Ｂ 感染地への緊急援助（医師･看護師の派遣，医療品提供） 
 Ｃ 開発途上国への教育･医療の援助（感染症の知識の啓発） 
 Ｄ 予防ワクチンや抗ウィルス剤の開発（医学研究補助と充実）           
 Ｅ 防疫体制の確立（検疫の徹底や検査の強化） 
 Ｆ 国内医療機関の整備（レベル４体制） 
 Ｇ 医療従事者の教育 
 Ｈ 一般市民への啓発（広報誌・ホームページ等の活用や職場や学校での正確な知識普及） 
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[1] 「 参加型学習で世界を感じる―開発教育ハンドブック」開発教育協会 2003年 
[2] ファシリテーター入門 エコ・コミュニケーションセンタ  ー 2000年 
[3] 新しい開発教育のすすめ方 開発教育推進セミナ  ー 古今書院  1995年 
[4] グループディスカッションで学ぶ社会学トレーニング宮内泰介 三省堂 2013年 
[5] 総合的な学習こう展開するシリーズ「生命の教育」 清水書院 2000年 
[6] 頭を鍛えるディベート入門 松本茂 講談社ブルーバックス 1996年 
[7] カードゲームで学ぶパンデミックフル クロスロード感染症編 一般財団法人日本公衆衛生 
[8] 社会参画の授業づくり―持続可能な社会にむけて 泉 貴久他 古今書店 2012年 
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